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今回、6月9日（火）～6月25日（木）まで開催されました6月定例会についてご報告いたします。
報告4件、承認５件、条例4件、補正予算６件、その他18件の議案が審議されました。

6月定例会は、3月に成立した新年度予算のもとで市政が動き出してから最初の議会です。年度
当初の課題に対応する補正予算や、法改正に伴う条例改正など、新年度のスタートを点検する役割
を担っています。一般質問では、両副市長の令和8年度の役割分担と、4月から始まった公立認定
こども園・こども誰でも通園制度の状況を取り上げました。

◎補正予算による主な事業

裏面につづく

●物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
①高齢者の外出支援と路線バスの利用促進のため、70歳以上の市民に3,000円分の
バス・タクシー利用助成券を交付します。
※当初予算の2,000円分と合わせ、合計5,000円分の交付となります。

②省エネ家電買換え補助事業
電力消費の多いエアコン・冷蔵庫の買換えに、上限5万円を200件分交付します。

この交付金は不定期に交付されるものです。担当課だけで完結させず、各課が綿密に
連携し、次の効果検証につながる取り組みをするよう指摘しました。

●総合運動公園陸上競技場の財源振替え
スポーツ振興くじ助成金の大幅な減額内定（105,940千円⇒79,016千円）を受け、
不足分26,924千円を市債と一般財源に振り替え、予定どおり事業を進めることを確認
しました。今年10月末の完成予定です。

●文化センター改修工事とリニューアルオープン式典
改修工事費の増額と、9月中旬～末頃に予定される再オープン式典のあり方を審査
しました。特に安全確保と防犯について、市民の不安を解消する事前周知の徹底を求めました。

●交通空白地の交通課題解消実証運行（第2弾）
今年1月13日～2月13日に須山支所⇔岩波駅間で実証運行を行い、延べ113人
（うち高校生102人）が利用しました。今回はエリアを千福が丘地区にも拡大し、
朝夕の定時便に加え、日中はオンデマンド型公共ライドシェアを実証します。
（予算16,666千円）結果を今後の地域公共交通計画の改定につなげるよう求めました。

●広域連携による人材確保（2市１町合同就職相談会）
裾野市・御殿場市・小山町の2市1町合同では初となる就職相談会を令和9年3月に開催
予定です。（予算560千円）来場者数だけでなく、人材確保につながる相談会を期待します。
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《両副市長の令和8年度ミッションについて》
今年3月に堀越副市長が退任され、4月から静岡県より
赤堀副市長が就任されました。就任2年目の大西副市長
とお二人が、それぞれ何をミッションとし、どのように
役割分担していくのかを確認しました。
答弁は、すべて市長からいただきました。

質問）前任体制と比べ、現体制（大西・赤堀両副市長）の強みと補うべき点をどう認識し、
どのように対応していくのか

答弁）大西副市長には、民間企業での経営支援やスタートアップでの豊富な経験、組織開発
の知見を最大限に発揮していただきます。赤堀副市長には、県庁と基礎自治体で培っ
た幅広い行政経験と実務知見を基盤に、市政の安定と着実な政策実行を担っていただ
きます。両副市長が両輪として連携し補完し合うことで、今年度から始まった後期
基本計画に掲げた施策の実現が可能となります。

《公立認定こども園と誰でも通園制度の状況と課題について》
今年4月、市内で初めての公立認定こども園が富岡保育園と深良保育園に開園しました。
昨年から準備を重ねてきましたが、園児や保護者、現場の職員が円滑に園運営できているか、
また、同時に始まった国の「こども誰でも通園制度」への対応状況を確認しました。

質問）公立認定こども園の開園後の状況と課題、こども誰でも通園制度への対応状況は

答弁）保護者からは幼稚園にはなかった給食が始まり喜びの声があった一方、降園時に
園庭で遊べなくなったという意見もありました。職員は万全の準備をしてきました
が、預かりのリズムの違いなど細かな業務のすり合わせに協力し合いながら対応して
います。こども誰でも通園制度は延べ49人が利用しており、今後は予約方法などを
子育て支援課と連携しながら広げていきます。

今後3年間の取り組みを左右する大切な初年度に、しっかり進めてほしいとの思いで質問し
ました。両副市長には期待しています。

●加圧式給水車の車庫兼防災倉庫整備
北部配水場に特殊車両の車庫と防災倉庫を設置するための設計委託料3,000千円を
計上。災害時の迅速な給水活動と、車両の寿命延長・衛生管理にもつながります。

●下水道使用料の適正化
下水道使用料は経費回収率83.4％にとどまり、年間約40,000千円を一般会計からの繰入れ
で賄っています。回収率100％を目指し、専門委員会の答申を受けて料金を改定します。
10㎥まで現行1,090円 ⇒改定後1,280円（190円増） 令和9年4月実施予定

◎くらしの相談トーク

5月13日（水）から7月24日（金）まで、トヨタ研究所内の各職場にお邪魔し、お昼休みを中心にくら
しの相談トークに参加させていただいています。皆さまからの様々なご相談に、市の考えや計画をわかり
やすくお伝えするとともに、自分の考えも伝えるよう努めています。
主な相談内容をご紹介します。
①裾野駅前は今後どのように変わっていくのか。岩波駅前はどうなるのか。
⇒裾野駅前の土地区画整理事業は令和11年度末に完了予定です。賑わい創出事業は、今年
度中の民間事業者との協定締結に向けて協議が進んでいます。岩波駅前も、遊歩道や駅前
広場、賑わい施設・公園の検討など、今年度大きく進展する予定です。

②熊の出没
⇒6月は熊の出没が多く確認され、猟友会によるパトロールや児童生徒の送迎バスなどの
対応が行われました。7月に入り目撃情報はありませんが、引き続き注意が必要です。

③タクシーが予約できない。
⇒市内のタクシー事業者が2社から1社に減り、ご迷惑をおかけしていることは市も認識し
ていますが、打開策を見いだせていない状況です。引き続き市へ検討を要望していきます。

④渋滞緩和
⇒出勤時の渋滞はまだ解消されていません。信号の青時間の調整や左折レーンの設置などの
ご相談をいただきました。今後も、よろしくお願いします。
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